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まとめ
• “できなかったこと”はあるが、困難な状況をきっかけに“できるようになったこと”もあ
り。自身や所属組織の状況を見直し、新たな支援方法、選択肢を作り出す取
組みがあった

• 非対面での退院支援、調整は、対面困難な状況や環境（外出が制限される、
遠方にいる）での支援においても有用。またオンラインツールの活用によって、距
離を理由に実施できなかった遠隔地とのカンファレンスも可能に

• 一方で患者や家族によっては対面である必要もあり、非対面の一般化で、患者
や家族が疎外感を抱かないような工夫、配慮も必要

• 陽性者の受け入れによって、新たな役割を担った医療機関、またその医療機関
が対応できない患者を他院が受け入れるという状況もあり、地域医療を地域の
病院で守る取組みが見えた
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